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人口と世帯数
3月旧現在（）内は前月比
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我
孫
子
市
名
誉
市
民
、
渡
辺

藤
正
氏
（
露
歳
）
は
、
か
ね
て

か
ら
病
気
療
菱
中
で
し
た
が

２
月
型
日
に
平
和
台
病
院
に
お

平成■■年 度 施政方 針喜
震
渡
辺
藤
正
氏
逝
去

一
』 魅

力
と
安
心
と
活
力
の
あ
る
我
孫
子
に

。~ド函

平成11年第1回市議会定例会が3月旧に開会

し、福嶋浩彦市長は、21世紀に向けた我孫子のま

ちづくりを5つの目標にまとめて、新年度の施政

方針を述べました。今号では、市長の施政方針と、

中村宏教育長および土屋忠男水道局長の施政方針

の内容を要約して紹介します。なお、市長の施政

方針の全文は、ファクスガイド公(83)6000

(コード813＃）でお知らせしています。

い
て
逝
去
き
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

渡
辺
藤
正
氏
は
、
大
正
２
年
５

月
和
日
我
孫
子
に
生
ま
れ
、
昭
和

Ｂ
年
慶
睡
義
塾
大
学
を
卒
業
き
れ

ま
し
た
。

昭
和
禿
年
１
月
我
孫
子
町
議
会

議
員
に
当
選
し
、
昭
和
輻
年
廻
月

ま
で
議
員
と
し
て
活
躍
。
こ
の
間
、

弱
年
か
ら
輻
年
ま
で
町
議
会
議
長
、

市
議
会
議
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
と
共
同
の
ま
ち
づ
く

■

１
月
の
市
長
選
挙
で
市
民
の
皆

ざ
ん
の
信
任
を
い
た
だ
き
、
再
度
、

市
政
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
引
き
続
き
４
年
間
、
一
届

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
に
よ
る
日

本
経
済
の
長
期
低
迷
、
こ
れ
に
伴

う
税
収
の
伸
び
悩
み
な
ど
に
よ
り
、

厳
し
い
市
政
運
営
が
続
い
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
幻
世
紀
に
か
け
て
、

低
成
長
経
済
が
長
期
に
わ
た
っ
て

続
く
と
予
想
き
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
「
持
統
可
能
な
発
歴

に
向
け
、
都
市
の
在
り
方
、
経
済

や
市
民
の
暮
ら
し
の
在
り
方
を
模

索
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
地
方
分
権
の
時
代
に
お
い
て
、

新
し
い
社
会
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
の

方
向
性
を
、
地
方
か
ら
打
ち
出
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

。
世
紀
は
環
境
の
世
紀
と
言
わ

れ
、
地
球
環
境
問
題
は
最
も
重
要

な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特

に
地
域
で
は
、
環
境
に
や
さ
し
い

暮
ら
し
を
、
具
体
的
に
考
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

市
民
福
祉
の
向
上
、
生
活
環
境

比
逝
去
灘
蒸
篭

敬
き
れ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
妬
年
１
月
に
我
孫
子
市
長
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
２
年

に
就
任
し
、
以
来
連
続
４
期
柘
年
７
月
、
我
孫
子
市
名
誉
市
民
の

間
市
政
に
揺
わ
り
、
市
の
発
展
と
称
号
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

合
同
葬
は
３
月
鯛
日

市
民
会
館
で
行
い
ま
す

我
孫
子
市
名
誉
市
民
、
渡
辺
藤
生
前
の
渡
辺
氏
を
し
の
び
、

正
氏
の
逝
去
に
と
も
な
う
我
孫
子
偉
大
な
功
繊
を
た
た
え
、
市
民

市
・
渡
辺
家
合
同
葬
は
、
３
月
調
の
皆
ざ
ん
と
と
も
に
謹
ん
で
ご

日
（
月
）
、
午
後
１
時
か
ら
市
民
会
館
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

で
行
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
秘
書
課

召

《

我
孫
子
市
に
は
、
聖
年
間
も
ワ

ー
ス
ト
ー
を
続
け
て
い
る
手
斑
沼

が
あ
り
ま
す
。
手
賀
沼
浄
化
と
周

辺
の
自
然
の
保
全
・
活
用
を
、
ま

ち
づ
く
り
の
最
大
の
課
題
と
し
て

取
り
組
み
、
自
然
に
包
み
込
ま
れ

た
都
市
と
し
て
の
特
徴
を
生
か
し

た
、
都
市
環
境
政
策
の
確
立
を
目

指
し
ま
す
。

ま
た
、
幻
世
紀
に
向
け
た
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
に
は
、
高
齢
社

会
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
２
０
２
０
年

代
を
中
心
に
、
ま
ち
の
将
来
の
姿

を
描
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

和
ｌ
犯
年
後
の
人
口
構
成
と
市

民
の
暮
ら
し
の
在
り
方
を
分
析
し
、

子
ど
も
た
ち
、
青
壮
年
、
高
齢
者

の
三
世
代
が
安
心
し
て
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
必
要
な
と
き

に
頼
れ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。我

孫
子
に
は
、
人
、
自
然
、
歴

史
と
い
う
貴
重
な
資
産
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
盗
産
を
十
分
に
活

用
し
て
、
ま
ち
の
活
力
と
〃
に

ぎ
わ
妙
を
創
り
だ
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

産
業
に
お
い
て
も
、
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

分
野
で
も
、
市
民
が
被
極
的
に

活
動
し
活
力
を
生
み
出
す
ま
ち

を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
生
涯
学
習

の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
と
、
市
民

事
業
や
新
し
い
産
業
の
支
援
策

の
確
立
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
、
地
方
分
権
を
担
う
力
を

も
っ
た
市
役
所
を
、
職
員
と
一

丸
と
な
っ
て
作
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
「
柔
軟
な
発

想
に
よ
る
政
策
能
空
ヨ
ス
ト

意
識
」
、
そ
し
て
「
市
民
と
共

同
で
取
り
組
む
能
力
」
が
必
要

で
す
。市

民
と
の
共
同
は
、
計
画
策

定
へ
の
市
民
参
加
を
は
じ
め
、

福
祉
・
環
境
分
野
を
中
心
と
し

た
各
事
業
で
進
ん
で
い
ま
す
が
、

ざ
ら
に
ま
ち
づ
く
り
全
体
に
広

げ
て
い
き
ま
す
。

市
民
と
共
同
で
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
に
は
、
市
民
の
「
常

識
」
が
通
用
す
る
市
役
所
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
縦
割
り

意
識
は
市
民
の
常
識
と
は
相
容

れ
ま
せ
ん
し
、
年
功
序
列
も
同

様
で
、
能
力
主
義
の
種
極
的
な

導
入
が
必
要
で
す
。

市
の
自
己
改
革
を
進
め
な
が

ら
、
市
民
と
共
に
、
魅
力
と
安

心
と
活
力
の
あ
る
我
孫
子
を
築

い
て
い
き
ま
す
。

刑
年
度
の
主
な
重
点

事
業
は
、
次
ぺ
ｌ
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

り
炉
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刃

今
回
見
直
す
補
助
金
の
総
額

は
約
２
億
円
に
な
り
ま
す
。
見

直
し
の
目
的
は
、
こ
の
２
億
円

を
削
減
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

よ
り
有
効
に
使
う
こ
と
で
す
。

時
代
の
変
化
の
中
で
、
様
々

な
分
野
に
お
い
て
新
し
い
市
民

市
か
ら
の
補
助
金
は
、
平
成

哩
年
座
か
ら
、
老
人
ホ
ー
ム
整

備
補
助
金
の
よ
う
な
国
・
県
等

の
制
度
に
よ
る
も
の
、
生
ご
み

リ
サ
イ
ク
ル
袖
助
金
の
よ
う
な

市
の
施
莱
に
よ
る
も
の
以
外
は

す
べ
て
公
募
に
よ
り
交
付
を
決

定
し
ま
す
。
交
付
期
間
は
３
年

以
内
と
し
ま
す
。

市
で
は
こ
れ
ま
で
、
様
々
な

団
体
に
よ
る
自
主
的
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
支
援
す
る
た
め
、
財
政
的

な
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
ま
す
ま
す
増
加
す

る
行
政
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効

果
的
に
配
分
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
市
単
独
の
補
助
金

は
平
成
ｎ
年
度
で
す
べ
て
白
紙

補
助
金
を
よ
り
有
効
に

補助金の交付は

公募制になります
応募する活動の皆さんは手続きを

市
長
褐
鵬
剖
落
＃
″

補助金の交付基準

*事業活動の目的､視点､内容等が社会･経済状況に合致している

*補助金の支出が客観的IZ見て公誌上必要である

*市民の福祉の向上および利益の増進に効果が認められる

*行政と市民のf圏分担のなかで､真に市が補助すべき事業･活動

である

*施設の整備等に関する補助は､市の施策に合致し､市の役割分担

が明白である

*支出の根拠が明確で､法令等に抵触していない

*団体の会計哩里および使途が適切Iこなされている

*団体の決算における繰越金の額は､補助金の額を超えていない

*団体の補助事業の収入に占める割合は､10%以上50%以下である

*団体の事業活動の内容が､団体の目的とずれていない

*単年度補助以外の補助事業への交付期間は3年以内

*自助，自立が認められる団体および目的が達成された事業への補

助は､補助期間内でも打ち切る

活
動
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
補
助
金
の
交
付
は
、
過

去
か
ら
受
け
て
い
る
場
合
は
既
得

権
と
し
て
継
続
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
の
に
比
べ
、
新
し
い
活
動
は
、

予
算
が
な
い
た
め
補
助
を
受
け
に

く
い
の
が
実
態
で
す
。

に
戻
し
、
よ
り
適
正
か
つ
効
果
的

に
交
付
す
る
た
め
、
既
得
権
に
と

ら
わ
れ
ず
原
点
に
立
ち
返
っ
て
見

直
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

今
回
の
募
集
は
、
平
成
皿
年
度

の
交
付
に
向
け
た
募
集
で
す
。

応
募
き
れ
た
活
動
は
、
学
識
経

験
者
な
ど
で
描
成
す
る
〃
補
助
金

等
検
討
委
員
会
“
で
、
時
代
や
社

会
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
有
効
性
な

ど
の
視
点
か
ら
審
査
し
ま
す
。
ま

た
、
必
要
に
応
じ
て
団
体
か
ら
の

意
見
を
聴
き
、
選
定
を
行
い
ま
す
。

現
在
、
市
か
ら
補
助
金
を
受
け

て
い
る
事
業
で
も
、
市
民
の
自
主

的
・
自
発
的
活
動
で
公
募
に
該
当

す
る
事
業
は
、
今
回
の
公
募
手
続

き
を
行
わ
な
い
と
平
成
廻
年
度
か

ら
の
交
付
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
補
助
金
の
公
募
は
毎
年

度
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
公
募
手

続
き
等
に
つ
い
て
、
不
明
な
点
は

L

そ
こ
で
市
の
補
助
金
を
い
っ

た
ん
白
紙
に
戻
し
、
新
し
い
団

体
も
公
募
し
、
全
て
同
じ
ス
タ

ー
ト
ラ
イ
ン
で
審
変
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
審
査
は
第
三
者

機
関
（
市
民
に
よ
る
委
員
会
）
で

公
正
に
行
い
、
応
募
団
体
に
自

己
Ｐ
Ｒ
や
活
動
の
説
明
を
し
て

い
た
だ
く
機
会
も
つ
く
り
ま
す
。

ま
っ
た
く
新
し
い
試
み
で
す

が
、
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〉
対
象
事
業
市
民
の
福
祉
の
向

上
、
お
よ
び
市
民
の
利
益
に
つ
な

が
り
、
公
益
上
必
要
性
が
認
め
ら

れ
る
事
業
、
ま
た
は
活
動

▽
応
募
資
格
市
内
に
在
住
、
在

勤
、
在
学
す
る
方
ｍ
人
以
上
で
柵

成
き
れ
、
活
動
拠
点
の
事
務
所
が

市
内
に
あ
る
団
体

た
だ
し
、
政
治
・
宗
教
・
営
利

を
目
的
と
す
る
団
体
、
お
よ
び
市

が
施
策
と
し
て
交
付
す
る
袖
助
金

を
受
け
て
い
る
団
体
は
除
き
ま
す
。

▼
応
募
期
間
３
月
柘
日
（
火
）
か

ら
４
月
９
旦
金
）
ま
で
、
期
限
厳
守

▼
交
付
決
定
９
月
中
旬
頃

▼
応
募
方
法
市
役
所
財
政
課
で

配
布
す
る
所
定
の
番
類
に
必
要
事

項
を
明
記
し
、
市
役
所
財
政
課
へ

直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
財
政
課
實
芭

１
１
１
１
内
線
２
２
０
．
２
２
３

１
１
．
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
日
守

リサイクル社会の実現をめざして
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◆
我
孫
子
駅
前
拠
点
の
整
備

県
立
「
福
祉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
」

は
、
県
の
ｎ
年
度
当
初
予
算
案
に

基
本
設
計
我
が
計
上
ざ
れ
２
月
定

例
県
議
会
に
提
案
き
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
我
孫
子
市
に
建
設
す

る
こ
と
を
前
提
に
し
た
も
の
で
、

市
で
は
引
き
続
き
、
希
望
す
る
機

能
が
配
瞳
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

◆
近
隣
セ
ン
タ
Ｉ
の
整
備

（
仮
称
）
久
寺
家
地
区
近
隣
セ

ン
タ
ー
は
、
多
目
的
ホ
ー
ル
、
会

議
室
、
和
室
、
調
理
室
と
フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
ゾ
ー
ン
を
配
置
し
ま
し

た
。
皿
年
度
に
建
設
し
ま
す
。

高
野
山
・
東
我
孫
子
地
区
の
近

===．＝■
I',

隣
セ
ン
タ
ー
は
、
ｎ
年
度

の
選
定
を
行
い
ま
す
。

◆
ふ
れ
あ
い
エ
房
ご
み

■
■
■
■
い
ｊ
■
■
■
一
■
■
■
・
恥
、
印
。
■
■
■
画

室化
一
市
民
が
楽
し
く
活
動
し
お
互
い
に

活
力
を
生
み
だ
す
ま
ち
》
つ
く
り

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
拠
点
と

自然構造を！

たまちづくりI
６

に
用
地

の
減
愚

◆
手
賀
沼
ビ
オ
ト
ー
プ
（
岡
発
戸

新
田
地
区
）
「
手
づ
く
り
ゾ
ー

と
は
、
市
が
市
民
参
加
型
で
運

営
・
管
理
を
行
い
、
皿
年
度
当
初

か
ら
公
募
し
た
市
民
団
体
に
よ
る
、

植
栽
が
始
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
専
門
家
の
指
導
で
市
民

や
児
童
・
生
徒
を
交
え
た
自
然
観

察
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

な
る
「
ふ
れ
あ
い
工
房
」
は
、
４

月
３
日
に
開
館
し
ま
す
。

◆
公
園
整
備
市
民
手
づ
く
り
公

園
は
ｎ
年
度
に
、
湖
北
・
布
佐
地

区
か
ら
モ
デ
ル
公
園
を
選
び
、
市

民
参
加
で
地
域
の
特
色
を
生
か
し

、

賀
沼
ビ
オ
ト
ー
プ
（
岡
発
戸
「
手
賀
沼
沿
い
斜
面
林
保
全
条
例

麺
区
）
「
手
づ
く
り
ゾ
ー
（
案
）
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

は
、
市
が
市
民
参
加
型
で
運
こ
の
制
度
は
、
地
権
者
の
支
援

管
理
を
行
い
、
皿
年
度
当
初
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
「
保
全
特

公
募
し
た
市
民
団
体
に
よ
る
、
別
樹
林
」
の
地
権
者
は
、
所
有
権

が
始
ま
り
ま
す
。
の
移
転
や
相
続
等
の
場
合
に
、
市

た
、
専
門
家
の
指
導
で
市
民
に
買
い
取
り
の
申
し
出
が
で
き
る

童
・
生
徒
を
交
え
た
自
然
観
よ
う
に
し
ま
し
た
。
．

な
ど
を
行
い
ま
す
。
◆
景
観
形
成
「
景
観
条
例
」
は
、

◆
手
賀
沼
の
水
質
浄
化
市
の
特
性
を
活
か
し
た
景
観
形
成

市
が
設
置
す
る
根
戸
幹
線
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
ｎ
年

排
水
路
浄
化
施
設
は
、
垣
年
度
は
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

度
に
完
成
し
ま
す
。
力
で
実
施
し
た
景
観
カ
ル
テ
調
査

手
賀
沼
の
水
質
浄
化
に
大
を
も
と
に
「
景
観
マ
ッ
プ
」
を
作

き
な
効
果
が
期
待
き
れ
る
、
成
し
、
条
例
を
よ
り
実
効
性
の
あ

北
千
葉
導
水
事
業
に
よ
る
浄
る
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。

化
用
水
の
注
水
は
、
試
験
注
◆
古
利
根
沼
周
辺
の
保
全

水
が
３
月
下
旬
か
ら
行
わ
れ
、
「
（
仮
称
）
古
利
根
の
森
」
の
整

哩
年
度
か
ら
本
格
注
水
さ
れ
備
案
に
基
づ
き
、
西
側
約
１
．
１

る
予
定
で
す
。
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
散
策
路
・
案
内

◆
手
賀
沼
沿
い
斜
面
林
の
板
・
ベ
ン
チ
等
を
整
備
し
、
ｎ
年

保
全
手
賀
沼
沿
い
の
緑
地
度
末
ま
で
に
樹
林
を
活
か
し
た
公

の
新
た
な
保
全
制
度
と
し
て
、
園
と
し
て
開
設
し
ま
す
。

１
１
１
１
１
１
‐
’

た
公
園
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

－
し
お
互
い
に
手
賀
沼
公
園
の
再
整
備
に
向
け

て
、
皿
年
度
は
整
備
方
針
の
策
定

ま
ち
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

◆
商
業
活
性
化
の
支
援
商
業
活

一
「
ふ
れ
あ
い
工
一
屋
は
、
４
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
を
確
実
に
実
行
し
、

〉
日
に
開
館
し
ま
す
。
商
業
の
活
性
化
を
進
め
ま
す
。

一
園
整
備
市
民
手
づ
く
り
公
皿
年
度
は
、
快
適
な
買
い
物
環

ｎ
年
度
に
、
湖
北
・
布
佐
地
境
の
整
備
と
し
て
、
布
佐
商
興
会

一
ら
モ
デ
ル
公
園
を
選
び
、
市
の
街
路
灯
設
置
と
、
湖
北
地
区
会

茄
で
地
域
の
特
色
を
生
か
し
の
既
設
街
路
灯
へ
の
鳥
の
絵
を
か

い
た
フ
ラ
ッ
グ
の
設
置
を
支

援
し
ま
す
。

手
賀
沼
遊
覧
船
の
試
験
運

航
を
行
い
ま
す
。
将
来
的
に

は
柏
市
・
沼
南
町
と
連
携
し
、

手
置
沼
周
辺
の
活
用
を
図
り
、

商
業
の
活
性
化
を
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

商
工
会
内
に
設
置
ざ
れ
た

マ
ッ
プ
検
討
委
員
会
で
は
、

「
商
店
街
マ
ッ
プ
」
の
検
討

を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
形
態
や
発
行
主
体

を
明
確
に
し
、
発
行
し
て
い

き
ま
す
。

◆
農
業
振
興
農
業
体
験
や
自
然
■
Ｉ
１
１
ｉ
Ｉ
１
１

市
が
整
術
す
る
根
戸
小
学
校
の

雑
恥
繊
辮
》
娠
撚
一
三
世
代
が
安
心
し
て
生
き
生
き
鯛
箪
謹
塞
噛
騨
恥
牒
瞬
卿

く
ら
せ
る
ま
ち
》
つ
く
り
灘
嶬
嚥
ホ
‐
ム
と
特
別
養
護

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
ま
す
。

高
野
山
ふ
れ
あ
い
市
民
践
園
は
、
◆
介
護
保
険
制
度
導
入
の
準
備
世
し
ま
す
。
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備

ｎ
年
度
に
二
期
工
事
を
行
い
、
身
今
年
、
月
か
ら
霞
歳
以
上
の
商
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
月
曜
か
ら
痴
呆
対
応
型
共
同
生
活
介
護
施

障
者
・
高
齢
者
に
配
慮
し
た
、
農
齢
者
へ
の
受
給
者
証
の
交
付
、
要
金
曜
日
の
夕
食
を
提
供
し
て
い
ま
設
で
あ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、

園
、
広
場
、
身
障
者
兼
用
ト
イ
レ
介
謹
者
へ
の
認
定
調
査
、
介
謹
認
す
が
、
皿
年
度
は
、
配
送
の
方
法
廻
年
度
開
設
に
向
け
、
皿
年
度
に

等
を
整
備
し
ま
す
。
定
審
査
会
に
よ
る
介
護
認
定
を
行
を
よ
り
効
率
的
に
行
い
、
土
曜
、
建
設
用
地
を
取
得
し
ま
す
。

◆
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
ダ
イ
オ
い
ま
す
。
日
雁
日
の
配
食
も
提
供
で
き
る
よ
特
別
養
誰
老
人
ホ
ー
ム
に
市
民

キ
シ
ン
低
減
対
策
◆
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
う
玉
テ
ル
地
区
を
設
け
、
完
全
毎
が
優
先
的
に
入
所
で
き
る
ベ
ッ
ド

こ
れ
ま
で
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
低
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
は
、
日
型
の
試
行
を
行
い
ま
す
。
を
確
保
す
る
た
め
、
市
単
独
事
業

減
対
策
で
、
国
の
規
制
値
釦
ナ
ノ
、
年
度
か
ら
型
時
間
対
応
の
モ
デ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
、
年
と
し
て
補
助
し
、
ｎ
年
度
は
、
久

嗜
に
対
し
、
１
号
炉
０
．
”
ナ
ノ
ル
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
ｎ
月
か
ら
利
用
時
間
の
延
長
と
土
遠
苑
の
釦
床
と
沼
風
苑
の
５
床
を

管
、
２
号
炉
１
．
２
ナ
ノ
管
ま
で
ｎ
年
度
か
ら
は
、
事
業
者
に
市
暇
、
日
暇
、
祝
日
の
ホ
リ
デ
イ
サ
確
保
し
ま
す
。

抑
制
し
ま
し
た
。
・
民
事
業
者
や
生
活
協
同
組
合
を
加
－
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。
◆
老
人
つ
ど
い
の
家
の
整
備

し
か
し
、
国
の
規
制
値
が
、
酔
え
、
多
様
な
供
給
体
制
の
整
備
を
痴
呆
性
高
齢
者
の
デ
イ
サ
ー
ビ
身
近
な
場
所
で
高
齢
者
が
交
流

年
哩
月
１
日
か
ら
厳
し
く
な
る
た
図
り
ま
す
。
ス
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
「
あ
ら
き
の
し
、
様
々
な
活
動
を
楽
し
む
拠
点

ぱ
い
じ
ん
う
ら

め
、
ｎ
年
度
に
２
号
炉
の
煤
塵
除
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
お
家
」
が
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
と
し
て
整
備
し
て
き
ま
し
た
。
民

去
装
置
を
、
集
塵
効
率
の
高
い
（
ｎ
年
度
中
に
中
学
校
区
６
カ
所
す
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
久
遠
苑
・
間
住
宅
を
活
用
し
て
き
ま
し
た
が
、

グ
フ
ィ
ル
タ
に
交
換
し
、
規
制
値
べ
て
に
整
備
し
、
市
に
は
、
基
幹
で
も
４
月
か
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
今
後
は
、
自
治
会
集
会
所
な
ど
の

を
ク
リ
ア
ー
し
ま
す
。
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
設
と
し
て
事
業
を
開
始
し
ま
す
。
利
用
も
検
討
し
ま
す
。

■
Ｉ
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

》

月
の
事
業
説
明
会
、
そ
の
後
の
戸
荘
に
至
る
市
道
は
、
一
部
幅
員
６
化
し
て
い
き
ま
す
。

』
踊
鮒
鰡
鯉
轤
繁
灘
。
儒
灘
議
雑
《
皿
隼
周
蕊
鍜
四
瀦
唖
州

今
後
は
、
事
業
実
施
の
最
終
判
◆
道
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
－
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
記
念
イ
ベ
ン

ー
上
◎
の
Ｗ
断
に
向
け
て
引
き
続
き
同
意
率
の
交
通
弱
者
が
安
全
に
通
行
で
き
卜
も
検
討
し
ま
す
。

》
趾
盤

向
上
に
努
め
ま
す
。
る
よ
う
、
ｍ
年
度
か
ら
市
道
の
（
新
木
駅
の
橋
上
駅
舎
は
、
Ｊ
Ｒ

◆
都
市
の
骨
格
と
な
る
道
路
整
備
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
社
と
支
社
の
間
の
協
議
が
遅
れ

一
参
鐸
陛
廿
暴
挙
手
筑
沼
公
園
・
久
寺
家
線
は
、
ｎ
年
度
は
、
天
王
台
地
区
と
布
て
い
ま
す
が
、
ｎ
年
度
に
詳
細
設

皿
年
度
、
用
地
買
収
と
物
件
補
憤
佐
地
区
の
歩
道
等
の
整
備
を
実
施
計
を
行
う
予
定
で
す
。

｝
曠
市
を
菫
し
て
ぃ
童
す
。
誉
す
。
国
道
や
暑
の
バ
リ
ア
・
人
に
や
さ
し
い
駅
濤

新
木
駅
・
布
佐
南
線
は
皿
年
度
、
フ
リ
ー
化
も
関
係
機
関
に
強
く
要
だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
い
駅
に

エ
向
再
釦
却
即
す
る
た
め
、
各
駅
の
昇
降
設
備
の

用
地
買
収
と
地
質
調
査
、
詳
細
設
請
し
て
い
き
ま
す
。

今
今
″
呼

峰
聖
一
、
計
を
行
い
、
完
了
予
定
は
過
年
度
◆
治
水
対
策
天
王
台
上
流
調
整
整
備
を
順
番
に
行
い
ま
す
。

で
す
。
池
は
、
解
析
嗣
査
結
果
を
も
と
に
、
皿
年
度
に
は
我
孫
子
駅
南
口
に
、

◆
我
孫
子
駅
南
北
都
市
改
造
（
仮
称
）
新
木
・
布
瀬
線
は
、
市
民
と
の
共
通
認
識
を
得
る
た
め
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
エ
ス
カ
レ
ー
タ

南
口
駅
前
広
場
の
使
用
を
３
月
道
路
用
地
の
買
収
を
完
了
し
、
廻
．
の
円
卓
会
識
を
進
め
、
準
備
工
事
Ｉ
を
設
睡
し
ま
す
。

聖
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。
今
後
は
、
過
年
度
に
改
良
工
事
を
行
い
ま
す
。
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
湖
北
駅
南
口
の
基
本
調

事
業
の
重
占
巻
国
道
３
５
６
号
周
◆
一
般
市
道
の
整
備
北
新
田
地
布
佐
地
区
の
治
水
対
策
は
、
排
査
と
設
計
を
行
い
ま
す
。

辺
の
未
移
転
建
物
の
移
転
と
整
備
区
の
橋
り
ょ
う
改
修
は
、
ｎ
年
度
水
機
場
を
築
造
す
る
た
め
の
用
地
◇
市
内
循
環
バ
ス
モ
デ
ル
事
業

に
移
し
ま
す
。
に
用
地
買
収
を
行
い
、
皿
年
度
で
買
収
を
行
い
ま
す
。
布
佐
北
第
１
市
内
で
も
高
齢
化
率
が
高
い
新

北
口
は
、
未
整
備
部
分
の
工
事
架
け
替
え
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。
号
幹
線
排
水
路
下
流
部
の
暫
定
ポ
木
地
区
を
中
心
に
、
昨
年
哩
月
幻

を
皿
・
哩
年
度
に
実
施
し
、
全
体
土
谷
津
地
区
道
路
は
幅
員
を
６
ン
プ
は
、
５
月
末
完
了
を
目
途
に
日
か
ら
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

の
工
事
を
過
年
度
に
は
完
了
さ
せ
、
に
拡
幅
す
る
た
め
、
皿
血
年
工
筆
遥
め
て
い
ま
す
。
１
月
空
日
現
在
で
延
べ
１
８
２
６

る
予
定
で
す
。
度
で
用
地
買
収
を
行
い
、
拡
幅
工
◆
成
田
線
の
輸
送
力
整
備
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

◆
土
地
区
画
整
理
事
業
布
佐
駅
事
を
行
い
ま
す
。
当
面
は
、
増
発
に
よ
っ
て
利
便
ｎ
年
度
も
モ
デ
ル
事
業
と
し
て

東
側
土
地
区
画
整
理
は
、
昨
年
、
中
峠
字
大
坂
台
を
通
り
つ
つ
じ
性
の
向
上
を
図
る
活
動
を
特
に
強
実
施
し
ま
す
。

L

》

◆
組
織
機
構
の
見
直
し

限
ら
れ
た
職
員
配
置
で
、
ま
す

ま
す
増
加
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
的

確
に
応
え
る
た
め
に
は
、
簡
素
で

効
率
的
な
組
織
運
営
と
縦
割
り
の

行
政
を
排
除
し
た
、
柔
軟
で
横
断

的
な
組
織
の
確
立
が
必
要
で
す
。

皿
年
４
月
か
ら
は
、
全
庁
的
な

見
直
し
に
先
行
し
て
、
保
健
福
祉

部
の
組
織
を
「
福
祉
総
合
相
談
一
壁

「
生
活
支
援
課
」
「
介
護
支
援
課
」

「
子
育
て
支
援
課
」
「
保
健
セ
ン
タ

ー
」
に
再
編
成
し
ま
す
。

◆
行
政
改
革
の
第
一
次
、
第
二
次

実
施
計
画
の
推
進

改
革
項
目
で
達
成
で
き
て
い
な

い
項
目
は
、
２
３
３
項
目
中
詞
項

目
で
す
。
組
織
機
構
の
見
直
し
や

給
与
体
系
の
見
直
し
な
ど
、
全
庁

的
、
政
策
的
課
題
は
、
庁
議
で
進

行
管
理
を
行
い
確
実
に
進
め
ま
す
。

ま
た
、
ｎ
年
度
で
は
、
給
食
の

調
理
委
託
の
ほ
か
、
西
部
福
祉
セ

Ｉ
を
廻
月
を
目
途
に
開
設

し
ま
す
。

病
院
と
連
揺
し
た
病
児

保
育
に
つ
い
て
、
ｎ
年
度

に
事
業
手
法
・
組
織
・
人

員
・
施
設
等
の
課
題
を
調

査
し
ま
す
。

保
育
園
の
整
備
は
、

老
朽
化
し
た
施
設
の
抜
本

的
な
改
善
や
、
保
育
需
要

に
応
じ
た
園
配
置
の
見
直

し
と
定
員
改
定
を
実
施
し

ま
す
。皿

年
産
は
、
低
年
齢
児

童
受
け
入
れ
体
制
の
充
実

一
■
酢
馴
庇
學
酊
。
Ｊ
曲
町
‐

一 ◆
休
日
診
療
所
の
整
備

日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始
の
急

病
患
者
の
初
期
診
療
に
対
応
す
る

た
め
、
「
休
日
診
療
函
を
哩
年
２

月
に
開
設
し
ま
す
。

◆
子
育
て
支
援
側
く
親
が
仕
率

と
育
児
を
両
立
で
き
る
よ
う
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

一
行
政
改
革
の
推
進

や
Ｊ
Ｉ
Ｎ

一
■
■
■
■
■
。
■
Ｊ
ご
■
■
■
■
■
ｐ
ｂ
Ｊ
〃
，
』
■
’
。
■
口
■
一
Ｂ
ｒ
ｌ
ｌ
ｊ
ｌ
化
‐
Ｆ
‐
申
壷
一
画
一
コ
ロ
■
ｐ
－
Ｉ
ｊ
０
０
１
ｒ
■
■
■
■
■
画

ン
タ
ー
管
理
運
営
委
託
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
バ
ス
運
転
業
務
委
託
、

終
末
処
理
場
管
理
運
営
委
託
を
行

い
、
事
務
の
効
率
化
と
経
饗
の
削

減
を
図
り
ま
す
。

◆
補
助
金
の
見
直
し

市
か
ら
の
補
助
金
は
、
ｎ
年
度

か
ら
す
べ
て
白
紙
に
し
、
原
点
に

立
ち
返
っ
て
見
直
し
ま
す
。
新
た

な
交
付
基
準
を
定
め
、
検
討
委
員

会
で
の
審
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、

「
公
募
に
よ
り
交
付
す
る
も
の
」
と

「
市
の
施
策
に
よ
り
交
付
す
る
も

の
」
に
区
分
し
、
８
月
を
目
途
に

交
付
対
象
事
業
を
決
定
し
ま
す
。

常
に
行
政
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
般
小
の
経
蛮
で
、
股
大
の
効
果
」

の
視
点
か
ら
厳
し
く
施
策
全
体
を

点
検
し
、
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
、

自
信
を
持
っ
て
市
民
と
共
に
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
市
政
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

を
図
る
た
め
、
低
年
齢
児
用
保
育

ス
ペ
ー
ス
を
拡
大
す
る
改
修
工
事

を
行
い
ま
す
。

学
童
保
育
室
は
、
湖
北
台
西
小

学
校
と
湖
北
台
東
小
学
校
に
、
９

月
１
日
開
室
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
す
べ
て
の
小
学
校
区
へ
の
学

童
保
育
室
の
整
術
が
完
了
し
ま
す
。
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基
本
方
針
で
あ
る
「
個
性
を
尊
す
。
次
の
５
点
に
配
慮
し
、
学
校
す
。
④
学
校
週
五
日
制
完
全
実
沼
・
利
根
川
を
生
か
し
た
ス
ポ
ー
事
業
⑤
地
域
人
材
活
用
事
業
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ｎ
年
度
は
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
目
が
拡
充
さ
れ
、
定
期
的
に
検
査

一
請
勤

重
し
、
生
涯
を
通
し
て
互
い
に
学
教
育
活
動
を
展
開
し
ま
す
。
新
た
な
指
針
と
な
る
水
道
事
業
基
湖
北
台
浄
水
場
の
給
水
区
域
が
広
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
、

び
合
う
護
垂
え
る
」
真
体
の
箪
嘉
菱
震
輪
姦
譜
漂
禦
雛
牲
池
適
し
荊
童
匂
擢
語
蕊
諦
蕊
蕊
一
事
刷
蕊
顎
尭
計
画
嘉
麺
鰐
謹
蕊
軒
謂
擁
蕊
譲
雌

化
す
る
た
め
、
の
生
涯
学
習
の
基
重
し
、
児
童
・
生
徒
が
「
生
き
る
身
に
つ
く
よ
う
、
学
校
・
家
庭
．
－
シ
ョ
ン
団
体
活
動
の
推
進
お
よ
び
久
寺
家
中
学
校
で
実
施
し
ま
す
。

満
と
心
嘉
た
茎
華
習
の
充
錆
す
る
「
義
づ
く
り
」
に
努
董
手
．
⑤
鮭
箸
と
教
地
域
に
根
ざ
し
た
言
高
い
震
畿
の
方
々
に
体
育
文
化
面
で
／
施
土
菫
塞
足
が
鑿
き
れ
ま
す
．
菫
漿
き
れ
ま
し
た
。

礎
・
基
本
を
培
う
学
校
教
育
活
動
力
を
育
む
」
こ
と
を
め
ざ
し
、
創
地
域
が
連
携
を
と
り
、
主
体
的
に
ぴ
指
導
者
の
育
成
＊
健
康
づ
く
ま
た
、
地
域
人
材
活
用
事
業
は
、

の
充
実
③
生
き
が
い
の
あ
る
生
意
工
夫
を
生
か
し
た
教
育
活
動
を
活
動
で
き
る
教
育
環
境
の
整
備
に
り
事
業
の
充
実
学
校
教
育
活
動
を
充
実
す
る
た
め
、
第
４
次
拡
張
事
業
は
、
皿
年
度
を
確
保
す
る
た
め
、
皿
年
度
は
仮
検
査
結
果
は
、
目
標
値
、
指
針

ｌ
‐
‐
匙
ま
で
に
給
水
人
口
廻
万
８
５
０
０
称
第
四
配
水
場
に
つ
い
て
具
体
的
値
を
満
た
し
て
お
り
、
異
常
の
な

実
⑥
地
域
に
根
ざ
し
た
香
り
高
め
ま
す
。
ま
た
、
自
然
環
境
を
生
育
相
談
活
動
を
充
実
し
、
い
じ
め
文
化
を
創
る
自
主
的
活
動
の
充
実
、
」
協
力
を
願
う
新
規
事
業
で
す
。
事
業
目
標
で
あ
る
「
安
全
で
お
人
、
一
日
最
大
給
水
量
５
万
６
０
に
研
究
し
ま
す
。
い
状
況
で
す
。
今
後
も
水
道
水
の

い
市
民
文
化
を
創
る
自
主
的
活
動
か
し
た
活
動
、
社
会
人
の
活
用
、
や
不
登
校
、
問
題
行
動
を
防
止
す
市
民
は
、
自
ら
の
創
作
活
動
や
《
社
会
教
育
関
係
》
い
し
い
水
を
、
い
つ
で
も
供
給
で
０
０
㎡
を
目
標
に
、
配
水
管
整
備
、
《
水
の
有
効
利
用
》
安
全
性
確
保
に
万
全
を
期
し
ま
す
。

の
充
実
の
三
つ
を
教
育
行
政
の
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
る
教
育
を
、
家
庭
や
関
係
機
関
と
発
表
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
①
（
仮
産
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
建
き
る
よ
う
に
す
ゑ
施
策
を
積
極
高
度
浄
水
処
理
、
施
設
改
良
等
を
漏
水
を
早
期
、
効
率
的
に
発
見
《
事
務
の
効
率
化
》

重
点
施
策
と
し
て
推
進
し
ま
す
。
独
自
の
教
育
活
動
が
展
開
で
き
る
連
携
の
も
と
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
殻
事
業
②
温
水
プ
ー
ル
の
整
怖
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
施
工
す
る
も
の
で
す
。
ｎ
年
度
は
し
、
短
期
間
で
改
修
す
る
こ
と
が
水
道
事
業
は
「
企
業
」
と
い
う

生
涯
学
習
の
基
礎
・
基
本
を
工
夫
を
進
め
ま
す
。
②
自
ら
課
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
と
心
次
の
点
に
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。
事
業
③
第
５
回
手
賀
沼
マ
ラ
ソ
こ
れ
か
ら
は
、
水
質
等
の
安
全
性
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
が
、
加
年
垂
要
で
あ
り
、
９
．
，
年
度
に
実
側
而
を
強
く
持
っ
て
お
り
、
効
率

培
う
学
校
教
育
活
動
の
充
実
題
を
見
つ
け
、
学
び
．
考
え
、
主
を
満
た
す
生
涯
学
習
の
充
実
＊
文
化
団
体
活
動
の
推
進
、
市
民
ン
④
仮
設
武
道
場
建
設
事
業
と
経
済
情
勢
を
考
慮
し
た
安
定
的
皿
月
末
現
在
、
給
水
人
口
ｎ
万
９
施
し
た
漏
水
調
査
の
発
生
形
態
や
的
な
経
営
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
個
性
体
的
に
判
断
・
行
動
し
、
問
題
を
自
ら
の
意
志
に
よ
り
、
生
き
が
芸
術
文
化
活
動
の
充
実
（
地
域
こ
ｎ
年
度
は
、
（
仮
歴
涯
学
習
七
効
率
的
な
経
営
を
め
ざ
す
施
策
の
５
７
１
人
、
一
日
耀
大
給
水
量
４
原
因
を
詳
細
に
分
析
し
ま
し
た
。
．
ま
た
、
同
時
に
利
用
者
へ
の
「
サ

を
尊
重
し
、
社
会
の
変
化
に
的
確
解
決
し
て
い
く
、
能
力
の
育
成
を
い
の
あ
る
充
実
し
た
生
活
を
営
む
ど
も
文
化
プ
ラ
ン
の
支
援
）
ン
タ
ー
の
基
本
設
計
、
実
施
設
計
展
開
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
万
２
４
７
０
㎡
で
、
い
ず
れ
も
計
そ
の
結
果
に
基
づ
き
皿
年
度
は
、
Ｉ
ビ
ス
の
向
上
」
を
図
る
こ
と
を

に
対
応
す
る
資
質
や
能
力
を
育
成
重
視
す
る
学
習
指
導
の
創
造
に
努
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
、
生
涯
学
＊
伝
統
芸
能
継
承
活
動
の
推
進
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
社
会
体
育
《
将
来
に
向
け
た
水
道
事
業
の
あ
画
を
下
回
っ
て
い
る
現
況
で
す
。
配
水
・
給
水
管
路
を
常
時
監
視
し
、
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
業

し
、
「
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
」
め
ま
す
。
③
豊
か
な
人
間
性
を
習
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
＊
文
化
遺
産
の
保
存
・
活
用
・
公
施
設
整
備
に
つ
い
て
も
、
積
極
的
り
方
》
特
に
、
一
日
最
大
給
水
量
は
花
漏
水
を
早
期
に
感
知
す
る
管
路
監
務
及
び
組
織
の
見
直
し
を
検
討
し
、

を
育
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
持
つ
児
童
・
生
徒
を
育
成
す
る
た
＊
社
会
教
育
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
に
取
り
組
み
ま
す
。
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
厳
％
の
稼
働
率
で
あ
る
た
め
、
給
水
視
ン
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。
ま
健
全
経
営
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

、
、
、
。
。
、
。
。
、
。
、
、
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、
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●
●
●
。
●
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○
＠
。
。
、
。
。
。
●
●
●
回
●
●
●
●
。
●
●
。
●
○
○
●
●
●
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④
、
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●
●
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●
●
●
。
●
。
●
●
●
●
●
色
Ｄ
Ｃ
、
●
。
●
、
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●
●
。
●
●
●
。
●
○
●
●
。
●
。
●
●
●
●
○
○
、
●
、
●
。
●
●
●
●

〆

こ
の
一
票
生
か
し
て
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

４
月
Ⅱ
日
は
千
葉
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日

任
期
満
了
に
伴
う
千
葉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、
４
月

２
日
（
全
に
告
示
さ
れ
、
荊
日
（
且
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

県
政
を
担
う
人
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
皆
さ
ん
棄
権
せ

ず
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
我
孫
子
市
選
挙
区
で
は
、

２
人
の
議
員
を
選
出
し
ま
す
。

’
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宏
教
育
長「

Ｉ孟宗
恥
又

め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
お
の
開
発
と
実
施
＊
民
間
及
び
大
一
教
育
条
件
整
備
事
業
一

よ
び
専
門
機
関
が
連
挑
し
、
「
心
学
教
育
織
関
と
連
擁
し
た
学
習
環
《
学
校
教
育
関
係
》

の
教
育
」
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
境
の
整
備
＊
高
齢
者
対
象
の
学
①
心
の
教
室
整
備
事
業
②
特
別

特
に
授
業
や
教
育
相
談
だ
け
で
な
習
・
文
化
活
動
へ
の
対
応
＊
青
教
室
等
整
備
事
業
③
児
童
生
徒

く
、
「
心
の
教
室
相
談
員
」
を
活
少
年
の
学
習
・
交
流
の
場
の
整
備
の
机
・
椅
子
の
買
い
替
え
事
業

用
し
た
教
育
相
談
活
動
を
進
め
ま
＊
鳥
の
博
物
館
の
充
実
＊
手
賀
④
中
学
校
給
食
の
調
理
業
務
委
託

投
票
で
き
る
方
は
、
次
の
要
件

を
備
え
、
我
孫
子
市
選
挙
人
名
簿

に
登
録
き
れ
て
い
る
方
で
す
。

①
昭
和
郵
年
４
月
哩
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

②
平
成
血
年
１
月
１
日
ま
で
に
我

孫
子
市
に
転
入
届
を
し
た
方
で
、

引
き
続
き
居
住
し
て
い
る
方

③
公
職
選
挙
法
に
規
定
す
る
選
挙

権
と
被
選
挙
権
の
停
止
を
受
け
て

い
な
い
方

投
票
で
き
る
方

せんきよ君

県
内
の
他
市
町
村
か
ら

住
所
を
空
雲
し
た
方

《
転
入
し
た
方
》

平
成
ｎ
年
１
月
２
日
以
降
に
千

葉
県
内
か
ら
我
孫
子
市
に
転
入
し

た
方
は
、
前
住
所
地
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
（
表
示
中
と
い
い
、
転

出
し
た
が
抹
消
す
べ
き
期
日
が
来

て
い
な
い
方
）
き
れ
て
い
れ
ば
、

我
孫
子
市
長
の
発
行
す
る
住
所
証

明
書
（
市
民
課
で
無
料
発
行
）
を

お
持
ち
に
な
る
と
、
前
住
所
地
で

投
票
が
で
き
ま
す
。

※
県
内
の
住
所
移
転
は
、
１
回
に

限
り
投
票
が
で
き
ま
す
。
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

《
転
出
し
た
方
》

平
成
皿
年
１
月
２
日
以
降
に
、

我
孫
子
市
か
ら
千
葉
県
内
の
他
市

汀
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投
票
所
で
の
投
票
事
務
を
ス
ム

ー
ズ
に
行
う
た
め
、
投
票
所
整
理

券
（
平
成
ｎ
年
３
月
お
日
現
在
で

調
製
）
を
投
票
日
ま
で
に
各
家
庭

へ
郵
送
し
ま
す
。

万
一
、
紛
失
し
た
り
、
転
居
な

ど
で
お
手
元
に
届
か
な
か
っ
た
場

合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
き

れ
て
い
れ
ば
投
票
が
で
き
ま
す
の

で
、
当
日
、
投
票
所
の
受
付
係
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
投
票
所
整
理
券
は
圧
着

三
つ
折
り
ハ
ガ
キ
に
４
人
分
ま
で

連
記
き
れ
て
い
ま
す
の
で
、
各
自

町
村
へ
転
出
し
、
転
出
先
の
選
挙
切
り
離
し
て
本
人
が
持
参
し
て
く
旦
土
）
ま
で

人
名
簿
に
登
録
き
れ
て
い
な
い
方
だ
さ
い
。
▼
時
間
午
前
８
時
如
分
か
ら
午

は
、
転
出
先
の
市
町
村
長
の
発
行
※
投
票
所
整
理
券
は
本
人
以
外
使
後
８
時
ま
で
（
土
曜
・
日
曜
日
を

す
る
住
所
証
明
書
を
お
持
ち
に
な
用
で
き
ま
せ
ん
。
他
人
が
使
用
す
含
む
）

る
と
、
我
孫
子
市
で
投
票
が
で
き
る
と
法
律
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
▽
場
所
市
民
会
館
南
隣
り
市
役

ま
す
。

所
Ｃ
会
議
室
（
左
図
参
照
）

※
県
外
に
転
出
さ
れ
た
方
は
、
投
不
在
者
投
票
は

お
早
め
に
侭
準
鯵
投
票
所
整
理
券
（
本
人

票
が
で
き
ま
せ
ん
。

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
な
お
、
他
の
市
区
町
村
で
不
在

投
票
所
整
理
券
を

Ｉ
な
ど
何
ら
か
の
用
事
で
投
票
に
者
投
票
を
す
る
方
は
、
選
挙
管
理

郵
送
し
ま
す
行
け
な
い
方
は
、
お
早
め
に
不
在
委
員
会
に
ご
連
緒
く
だ
き
い
◎

投
票
所
で
の
投
票
事
務
を
ス
ム
者
投
票
を
済
ま
せ
て
く
だ
き
い
。
▽
問
い
合
わ
せ
選
挙
管
理
委
員

－
ズ
に
行
う
た
め
、
投
票
所
整
理
▼
期
間
４
月
２
日
（
金
）
か
ら
、
会
實
芭
１
１
１
１
内
線
３
４
６

天王台→

国道356号）
水道事業経営方針●消防本部

県
道
船
橋
・
我
孫
子
線

土屋忠男水道局長
ノ
駄
灘
澪
識
睡
鑿
艤
舞
塵
以
た
霊
蔦
壁
韮
Ｌ

漏
水
の
未
然
防
止
、
施
設
の
維
持

垂
一
財
源
の
不
足
が
心
配
さ
れ
ま
す
が
、
《
仮
称
第
四
配
水
場
の
計
画
》
管
理
な
ど
の
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

函
縞
蕊
篭
藻
呼
謹
鐵
罐
簾
鑪
蕊
騨
糎
の
観

減
等
を
行
い
、
事
業
推
進
に
当
た
に
お
い
て
配
水
管
の
水
圧
が
低
下
点
か
ら
、
水
道
法
の
水
質
基
準
項

小

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ｎ
年
度
は
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
目
が
拡
充
さ
れ
、
定
期
的
に
検
査

元

新
た
な
指
針
と
な
る
水
道
事
業
基
湖
北
台
浄
水
場
の
給
水
区
域
が
広
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
、

｝
心

本
計
画
に
よ
り
、
実
施
計
画
を
策
範
囲
に
及
ん
で
い
る
た
め
、
ピ
ー
年
６
月
か
ら
は
「
監
視
項
目
」
に

塵
定
し
ま
す
。
ク
時
に
高
台
地
区
な
ど
で
水
圧
不
ウ
ラ
ン
と
亜
硝
酸
性
窒
素
が
追
加

エ
《
安
定
供
給
》
足
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
安
定
給
水
さ
れ
ま
し
た
。

、
第
４
次
拡
張
事
業
は
、
皿
年
度
を
確
保
す
る
た
め
、
皿
年
座
は
仮
検
査
結
果
は
、
目
標
値
、
指
針

や

▼

）
O水の館布佐→

開票会場となる市民体育館は、

4月11日(日)、全面（野球場。

テニスコート含む）休館します。
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一

扣
歳
以
上
の
方
と
、
壷
歳
以
上

で
寝
た
き
り
等
に
よ
り
市
の
認
定

を
受
け
た
方
は
、
健
康
保
険
の
資

格
は
そ
の
ま
ま
で
、
老
人
保
健
法

に
よ
り
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

医
療
を
受
け
る
際
は
、
次
の
よ

う
な
一
部
負
担
金
を
支
払
う
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
４
月
１
日
か
ら

は
、
外
来
お
よ
び
入
院
時
一
部
負

担
金
が
改
正
き
れ
ま
す
。

お
医
者
さ
ん
に

か
か
る
と
き

①
通
院
（
外
来
）
の
場
合
の
負
担

通
院
の
場
合
、
１
回
に
５
３
０

円
（
３
月
訓
日
ま
で
は
５
０
０
円
）

を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
一
つ
の
医
療
機
関
ご
と
に
１
カ

月
４
回
ま
で

薬
を
も
ら
う
場
合
は
、
薬
の
種

我
孫
子
駅
南
口
駅
前
広
場
の
工

事
が
ま
も
な
く
終
わ
り
、
３
月
型

日
（
水
）
か
ら
使
用
を
開
始
し
ま
す
。

暫
定
広
場
で
の
バ
ス
・
タ
ク
シ

ー
の
乗
降
は
、
零
日
の
深
夜
に
終

了
し
、
型
日
早
朝
か
ら
は
駅
前
広

場
で
行
い
ま
す
。 3月24日から我孫子駅南口

駅前広場を使用開始
老
人
医
療
の
一
部
負
担
金
が

４
月
且
日
か
ら
一
部
改
正
さ
れ
ま
す

、

類
や
日
数
に
よ
り
、
表
１
の
金
額

を
支
払
い
ま
す
。

②
入
院
の
場
合
の
負
担

入
院
の
場
合
は
、
１
日
あ
た
り

１
２
０
０
円
（
３
月
副
日
ま
で
は

１
１
０
０
巴
を
負
担
し
ま
す
。

市
民
税
非
課
税
世
帯
等
で
、
老

齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、

１
日
５
０
０
円
に
減
額
き
れ
ま
す
。

※
減
額
認
定
証
が
必
要
で
す

市
民
税
非
課
税
世
帯
等
の
方
で
、

同
じ
医
療
機
関
で
１
カ
月
に
支
払

う
額
が
３
万
５
４
０
０
円
を
超
え

る
場
合
、
超
え
た
部
分
は
免
除
さ

れ
ま
す
。

※
入
院
時
一
部
負
担
金
限
度
額
適

用
認
定
証
が
必
要
で
す

入
院
の
際
の
食
事
代
に
つ
い
て

は
、
１
日
あ
た
り
表
２
の
金
額
を

負
担
し
ま
す
。

車
で
の
通
行
に
あ
た
っ
て
は
、

次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
駅
前
広
場
へ
は
、
国
道
３
５
６

号
か
ら
駅
前
線
を
通
っ
て
侵
入
し

て
く
だ
さ
い
。

②
広
場
西
側
の
道
路
は
、
広
場
か

ら
の
一
方
通
行
に
な
り
ま
す
。
西

？

あ
と
か
ら
払
い
戻
し
が

受
け
ら
れ
る
も
の

次
の
よ
う
な
場
合
、
医
療
機
関

に
支
払
っ
た
金
額
の
内
、
定
め
ら

れ
た
基
準
額
で
払
い
戻
し
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
払
い
戻
し
に
は
、
申

請
が
必
要
で
す
。

①
急
病
で
や
む
を
得
ず
医
療
受
給

考
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
を
持
た

側
か
ら
広
場
へ
は
入
れ
ま
せ
ん
。

③
東
側
の
道
路
か
ら
、
右
折
し
て

広
場
に
入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

④
東
側
の
道
路
か
ら
、
広
場
を
一

周
し
て
元
の
道
に
は
行
け
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ
都
市
改
造
課
垂

（
お
）
１
１
７
１

▼表1

’
’
1 完成間近の我孫子駅南口駅前広場

※市露税非課税世帯等で老齢福祉年金受給者は、

負担力魂除されます。(免除認定証力泌要です）

▼表2入院時食事療養費の自己負担 ず
に
治
療
を
受
け
た
と
き
の
治
療

饗
②
医
師
が
、
治
療
上
必
要
と

認
め
た
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
治
療

用
補
装
具
代
③
医
師
が
、
必
要

と
認
め
た
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
あ
ん
ま

等
の
施
術
代
④
輸
血
し
た
と
き

の
生
血
代

▽
問
い
合
わ
せ
高
齢
者
福
祉
課

保
健
医
療
係
冥
顕
）
１
１
１
１

我孫子駅南口駅前広場

叫 価JR我孫子駅

llllllllllll

］
一
柏

1 ' 11111 一
一
》

I

0

暫定広場

(3月24日
に閉鎖）

※市民税非課税世帯等の方は､標準負担額
減額認定証が必要です。

’
々

｜【4月1咽-斗

|『こども11.審の家｣Iこ
i裁藤廻割拾も協力
I 子 ど も た ち を 守るために

I
Ｉ

I
’
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子
ど
も
を
変
質
者
や
痴
漢
か

ら
守
る
た
め
に
始
め
ら
れ
た

「
１
１
０
番
の
家
」
は
、
当
初
協

力
者
が
６
０
０
軒
で
し
た
。

よ
り
多
く
の
協
力
者
を
得
た

い
と
の
呼
び
か
け
に
、
我
孫
子

理
容
組
合
（
君
村
守
男
組
合
長
）

の
理
容
店
刀
店
が
、
快
く
協
力

を
申
し
出
て
く
だ
き
い
ま
し
た
。

組
合
加
盟
店
で
は
、
４
月
１

日
か
ら
上
図
の
看
板
と
下
図
の

マ
ー
ク
を
掲
げ
ま
す
の
で
、
危

険
を
感
じ
た
ら
、
遠
慮
せ
ず
に

助
け
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

※
１
１
０
番
の
家
に
協
力
い
た

だ
け
る
方
は
、
お
近
く
の
小
・

中
学
校
に
ご
連
締
く
だ
き
い
◎

▼
問
い
合
わ
せ
少
年
セ
ン
タ

ー
金
（
顕
）
１
１
５
１

店
ク

▼国民年金保険料口座振替
取り扱い金融機関等 一一

国民年金保険料の支払いは

お禄な口座振替， 前納で巡

流
山
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
が
完

成
し
、
４
月
１
旦
木
）
か
ら
業
務
を

開
始
し
ま
す
。

▼
所
在
地
流
山
市
前
ケ
崎
２
１

７
（
左
図
参
照
）

▼
交
通
手
段
①
柏
駅
西
口
か
ら

「
八
木
中
学
校
」
「
流
山
駅
東
口
」

国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
は

口
座
振
替
が
基
本
で
す
が
、
口
座

振
替
・
前
納
に
し
ま
す
と
、
年
間

定
額
保
険
料
宕
万
９
６
０
０
巴

が
喧
万
５
７
５
０
円
に
な
り
、
３

８
５
０
円
（
２
．
“
％
）
が
割
り

引
き
さ
れ
、
た
一
い
へ
ん
お
得
で
す
。

手
続
き
は
簡
単
で
す
。
３
月
末

ま
で
に
預
（
貯
）
金
通
帳
、
通
帳
使

用
印
と
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る

も
の
を
持
参
し
、
左
表
の
金
融
機

関
な
ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
６
カ
月
前
納
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
き
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
年

金
係
電
（
芭
１
１
１
１
内
線
３
５

５
．
３
６
８

’
４
月
石
臼
流
山
運
転
免
許
セ
ン
タ
０
が
開
業

運転免許センター案内図

行
き
バ
ス
、
「
免
許
セ
ン
タ
ー
入

且
下
車
、
徒
歩
５
分
②
Ｊ
Ｒ

北
小
金
駅
南
口
か
ら
睾
田
循
謹

行
き
バ
ス
、
「
配
水
場
前
」
下
車
、

徒
歩
７
分
（
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
車
で
の
来

庁
は
お
控
え
く
だ
き
い
）

平
成
８
年
に
登
録
し
た
方
は
更
新
が
必
要
で
す

新
規
に
政
府
米
、
ま
た
は
自
主
工
観
光
課
＊
卸
売
業
…
県
庁
農

流
通
米
の
販
売
を
始
め
た
い
方
は
、
政
課

米
穀
販
売
業
（
小
売
業
・
卸
売
業
）
▼
登
録
要
件
＊
小
売
業
…
お
米

の
登
録
手
続
き
が
必
要
で
す
。
販
売
の
た
め
の
売
場
を
有
し
て
い

平
成
８
年
６
月
１
日
付
け
で
登
る
こ
と
、
ま
た
は
そ
の
他
の
常
設

録
し
た
販
売
業
者
の
方
も
、
今
年
の
事
業
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
等

の
５
月
訓
日
で
登
録
有
効
期
間
が
＊
卸
売
業
…
年
間
販
売
見
込
み
数

満
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
更
新
登
量
が
４
０
０
０
ト
ン
以
上
で
、
袋

録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詰
精
米
を
製
造
す
る
た
め
の
、
と

小
売
業
は
、
主
た
る
販
売
所
の
う
精
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
等

所
在
す
る
市
町
村
に
、
卸
売
業
は
▼
申
請
手
数
料
（
県
収
入
証
紙
で

主
た
る
販
売
所
の
所
在
す
る
都
道
納
付
）
＊
小
売
業
…
９
０
０
０

府
県
に
、
登
録
申
請
書
を
提
出
し
円
（
２
店
舗
目
以
上
は
１
店
舗
に

て
く
だ
き
い
。
つ
き
５
０
０
０
円
を
加
算
）

マ
申
請
期
間
４
月
知
日
（
金
）
ま
＊
卸
売
業
．
、
万
円

で
※
登
録
有
効
期
間
は
、
平
成
皿
年

▼
申
請
書
の
配
付
＊
小
売
業
．
、
６
月
１
日
か
ら
３
年
間

市
商
工
観
光
課
、
県
東
葛
飾
支
庁
▼
問
い
合
わ
せ
市
商
工
観
光
課

産
業
課
＊
卸
売
業
：
県
庁
農
政
壷
（
鐘
１
１
１
１
内
線
５
０
５
、

染
ま
た
は
県
庁
農
政
課
云
０
４
３

雪
口▼

申
請
窓
口
＊
小
売
業
…
市
商
（
２
２
３
）
２
８
１
４

米
穀
販
売
業
の
方
は
登
録
申
請
を

’
▽
開
業
日
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
毎
日

※
受
付
時
間
は
、
申
請
す
る
種
類

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

▽
業
務
内
容
①
免
許
の
更
新
、

再
交
付
、
現
住
所
な
ど
の
記
載
事

項
変
更
届
の
申
請
②
国
外
免
許

証
の
申
請
③
新
規
免
許
試
験
。
：

四
輪
・
二
輪
（
技
能
・
学
科
免
除

お
よ
び
技
能
免
除
者
に
限
る
）
、

原
付
・
小
型
特
殊
④
期
限
切
れ
、

失
効
免
許
試
験
⑤
申
請
に
よ
る

取
り
消
し
⑥
行
政
処
分
⑦
各

種
識
習

※
技
能
試
験
を
伴
う
運
転
免
許
試

験
は
、
従
来
ど
お
り
千
葉
市
に
あ

る
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
ヘ

マ
問
い
合
わ
せ
県
警
本
部
免
許

課
奉
０
４
３
（
２
７
４
）
２
０
０

０
〈
４
月
１
日
以
降
は
流
山
運
転

免
許
セ
ン
タ
ー
賓
忽
２
０
０
０
〉

ー

’

－

内服薬（1日分）

1種類0円

2～3種類30円

4～5種類60円

6種類以上100円

外用薬（1調剤分）

1種類 50円

2種類100円

3種類以上150円
とんぷく

頓服薬（1調剤分）

1種類10円

一般加入者

市蹴i
非談蝋世滞等

i市民税非課税世帯等で
|老齢福祉年金を受けている方

90日までの入院

90日を超える入院

760円

650円

500円

300円

全国の郵便局

(株)さくら銀行本・支店

(株)東京三菱銀行本・支店

(株)東海銀行本・支店

(株)関東銀行本・支店

(株)千葉銀行本・支店

(株)千葉興業銀行本・支店

(株)京葉銀行本・支店

龍ケ崎信用金庫本・支店

松戸信用金庫本・支店

成田信用金庫本・支店

我孫子市農業協同組合本･支所

東京ベイ信用金庫本･支店

(株)常陽銀行本・支店

(株)茨城銀行本・支店
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市
内
の
民
生
委
員
１
４
６
人
と

主
任
児
童
委
員
ｍ
人
が
、
昨
年
哩

月
１
日
付
け
で
厚
生
大
臣
か
ら
委

１
日
Ⅵ
１
１
１
型

Ｓ
Ｆ
・
■
Ｆ
・
■
一
■
■
■
，
Ｌ

Ｉ

藤

毎
画
ロ
二
可

｝
》

’

昏

口
・
■
Ⅱ
Ⅱ
■
０
■
■
■
■
０
Ⅱ
９
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｑ
ｌ
Ⅱ
Ｉ
■
■
Ⅱ
０
１
１

口

１
１

市
立
保
育
園
で
は
子
育
て
中
の

お
母
さ
ん
を
支
援
す
る
た
め
、
年

２
回
行
っ
て
い
た
子
育
て
相
談
を
、

４
月
か
ら
毎
週
１
回
行
い
ま
す
。

保
育
園
に
通
っ
て
い
な
い
乳
幼

児
と
お
母
ざ
ん
に
園
庭
を
開
放
し
、

親
子
遊
び
や
園
児
と
の
交
流
を
は

か
る
ほ
か
、
子
育
て
相
談
も
行
い

市
立
保
育
園
で
週
五
回
園
庭
を
開
放

民生委員､主任児童委員
が委嘱されました子

育
て
中
の
お
母
さ
ん
を
支
援
し
ま
す

雪
へ
ゞ
今
。
》

お困りの際はご相談ください

堀
さ
れ
ま
し
た
。

銅
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
麺

民
生
委
員
は
民
生
委
員
法
に
基
罷
リ
ー
ス
ト
ア
布
佐
店
様
、
我
孫
函

灘
”
瀧
灘

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
我
孫
子
第
１
麺

識

も
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

Ｉ
柏
営
業
所
様
、
我
孫
子
酒
販
》

な
お
、
民
生
委
員
は
担
当
地
区
《
次
の
方
々
か
ら
温
か
い
善
意
垣
弄
薙
、
「
娠
蕾
檸
曝
》
朧
野
君
》

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

獺
窪
譲
懲
蹴
鮮
轤
欝
蕊
關
詫
渉
垂
緋
撫
騨
螺
酒
螺
螺
撫

連
絡
先
な
ど
に
つ
い
て
は
、
厚
生
》
窪
醒
癖
捧
遇
麺
帽
珪
齢
毒
蓉
誌
。
岫
鋤
霊
嘩
鋤
鋤
齪
旧
蓉
峰
輪
識
》

課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
主
任
児
童
委
員
は
、
児
童
の
福
恥
我
孫
子
墨
絵
同
好
会
様
、
橋
本
ブ
つ
く
も
会
様
、
朝
日
観
光
恥

誕
譲
蕊
騨
雄
蕊
蕊
議
澱
雍
蕊
蔑
榊
胤

担
当
地
区
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
恥
台
西
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
様
、
セ
ブ
忠
紀
様
、
高
橋
秀
明
様
（
受
け
《

《
潔
捕
蝿
１
鱸
澱
喰
鰐
卿
繍
海
鰭
轆
潅
辨
鯉
日
受
け
付
け
分
ま
で
銅恥

恥
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
恥

３
７
７

ま
す
。お

気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
き
い
。

▼
実
施
保
育
園
左
表
参
照

マ
日
時
毎
週
水
曜
日
午
前
９
時

和
分
か
ら
皿
時
（
た
だ
し
、
緑
保

育
園
は
毎
週
火
曜
日
に
実
施
）

※
雨
天
な
ど
で
園
庭
で
遊
べ
な
い

場
合
は
、
中
止
に
な
り
ま
す

▼園庭開放実施保育園

函
み
〃
月
ノ
、
１
１

職
達
騨
驚
「
悪
緊
謬
髪
簔
笹
し
篝
喜
”
・
嘉
一

鋸
‐
だ
ト
レ
今
、
日
ｗ
則

▽
受
講
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

》
紘
椰
》
Ｑ
次
様
、
（
株
）
イ
フ
コ
レ
ン
タ
ヵ
恥
‐
日
開
講
の
篭
期
受
講
者
を
募
▼
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
休
館
日
〈
（
６
）
面
の
今
月
の
体

－
柏
営
業
所
様
、
我
孫
子
酒
販
》
集
し
て
い
ま
す
。
毎
月
第
４
金
曜
日
の
午
前
、
時
館
日
参
照
〉
を
除
く
毎
日
、
午
前

》
卿
ぁ
明
靖
義
蒸
篭
に
簿
蕊
譜
慧
蕊
叢
雲
舞
蕊
奪
填

▼
参
加
費
無
料

▽
注
意
①
お
子
ざ
ん
の
名
前
が

わ
か
る
よ
う
に
名
札
を
用
意
し
て

く
だ
き
い
②
駐
車
場
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
車
で
の
来
園
は
ご
遠

感
く
だ
き
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
各
保
育
園
へ
字
約
型

》
灘
Ｐ
Ｃ
カ
レ
ツ
ージ
受
講
者
募
集

ﾐﾆSLoﾚﾝﾀｻｲｸﾙ⑨ 色
■
■
守

発

営業を再閾
春休みに家族でお出かけを

あ
ゆ
み
の
郷
公
社
で
は
、
春
休

み
に
あ
わ
せ
て
、
３
月
五
日
（
土
）

か
ら
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
と
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
の
営
業
を
再
開
し
ま
す
。

手
賀
沼
公
園
内
の
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
は

お
子
ざ
ん
か
ら
大
人
ま
で
乗
車
で

き
ま
す
。
小
ざ
か
つ
た
頃
に
戻
っ

て
、
お
子
ざ
ん
と
一
緒
に
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
で
は
、
遊
歩

道
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
楽
し
め
ま

【
市
民
ブ
ラ
ザ
バ
ソ
コ
ン
敏
畠

流
民
プ
ラ

す
。
春
風
を
受
け
て
、
遊
歩
道

沿
い
の
サ
ク
ラ
や
、
手
賀
沼
の

烏
た
ち
の
す
が
た
を
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▽
営
業
日
３
月
幻
日
（
土
）
か

ら
４
月
４
日
（
日
）
ま
で
の
毎
日
、

お
よ
び
以
降
の
土
・
日
曜
日
・

祝
日
（
た
だ
し
、
雨
天
・
荒
天

の
場
合
は
中
止
）

▽
営
業
時
間
午
前
、
時
か
ら

午
後
４
時
（
５
月
か
ら
９
月
ま

で
は
午
後
５
時
ま
で
）

※
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
貸
し
出
し

は
終
了
時
間
の
１
時
間
前
ま
で

▽
場
所
手
賀
沼
公
園

▽
料
金
＊
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
・
・
・
１
周

１
０
０
円
＊
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
…
３
時
間
５
０
０
円
、
延
長

料
金
は
１
時
間
ご
と
に
１
０
０

円
（
小
学
生
以
下
は
半
額
）

守
問
い
合
わ
せ
（
財
）
あ
ゆ
み

の
郷
公
社
冥
邑
１
１
３
０

（
土
・
日
暇
日
・
祝
日
を
除
く
）

．▼PCカレッジ講座
｜

｜
‘’ 教

』

創
業
・
分
社
化
や
、
異
業
種
へ

の
進
出
（
創
業
等
）
を
行
う
中
小

企
業
者
に
対
し
て
、
新
た
に
次
の

助
成
を
行
い
ま
す
。

①
一
般
労
働
者
を
雇
い
入
れ
た
場

合
の
賃
金
助
成
金
制
度
の
創
設
：

中
小
企
業
雇
用
創
出
人
材
確
保
助

成
金創

業
に
際
し
て
は
、
現
行
の
高

度
な
人
材
の
受
け
入
れ
に
加
え
て
、

一
般
労
働
者
の
雇
い
入
れ
に
つ
い

て
も
、
新
た
に
賃
金
助
成
を
行
い

ま
す
。

▽
助
成
額
雇
い
入
れ
た
労
働
者

（
６
人
ま
で
）
の
賃
金
の
３
分
の

１
を
１
年
間
助
成
（
平
成
皿
年
９

月
末
日
ま
で
は
２
分
の
１
を
助
成
）

②
雇
用
保
険
の
受
給
者
が
創
業
し
、

労
働
者
を
雇
い
入
れ
る
場
合
の
特

別
助
成
の
実
施
…
受
給
資
格
者
創

改
正
中
小
企
業
労
働
力
確
保
法
に
よ
り

中
小
企
業
の
創
業
や
異
業
種
進
出
に
新
た
な
助
成

業
特
別
助
成
金

雇
用
保
険
の
受
給
査
格
者
が
創

業
し
、
労
働
者
を
雇
い
入
れ
る
場

合
は
、
平
成
鰹
年
３
月
訓
日
ま
で

の
暫
定
措
置
と
し
て
、
①
に
加
え
、

特
別
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

▽
助
成
額
雇
い
入
れ
労
働
者
数

（
１
～
３
人
ま
で
）
に
応
じ
、
即

万
円
か
ら
１
２
０
万
円
を
助
成

③
雇
用
管
理
改
善
に
対
す
る
助
成

制
度
の
充
実
・
・
・
中
小
企
業
雇
用
創

出
雇
用
管
理
助
成
金

雇
用
管
理
改
善
に
係
る
ソ
フ
ト

面
の
幾
用
に
つ
い
て
助
成
の
対
象

に
し
ま
す
。

▽
助
成
額
経
讃
の
２
分
の
１

（
１
０
０
万
円
を
限
度
）

④
能
力
開
発
助
成
制
度
の
拡
充
：
、

中
小
企
業
雇
用
創
出
等
能
力
開
発

給
付
金

３
月
・
４
月
は
、
春
休
み
や
進

学
、
就
職
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
生
活
環
境
が
大
き
く
変
わ

る
時
期
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、
こ
う

子どもの変化に注意しましょう
レ

ー

創
業
等
に
と
も
な
い
、
教
育
訓

練
を
実
施
し
た
場
合
、
そ
の
饗
用

助
成
を
従
来
の
３
年
間
か
ら
５
年

間
に
拡
充
し
ま
す
。

▽
助
成
額
教
育
訓
練
費
用
の
４

分
の
３
、
お
よ
び
そ
の
間
の
賞
金

の
４
分
の
３
を
５
年
間
助
成

◎
助
成
の
申
し
込
み

こ
れ
ら
の
助
成
金
を
受
け
る
た

め
に
は
、
創
業
や
異
業
種
進
出
の

準
備
を
始
め
て
６
カ
月
以
内
に
、

千
葉
県
知
事
か
ら
改
善
計
画
の
認

定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
創
業
や
異
業
種
進
出
の

経
斐
が
３
０
０
万
円
以
上
で
あ
る

こ
と
が
要
件
と
な
り
ま
す
。

※
申
し
込
み
方
法
等
、
詳
し
く
は

雇
用
促
進
事
業
団
千
葉
雇
用
促
進

セ
ン
タ
ー
垂
０
４
３
（
２
４
８
）

７
７
６
６
へ

し
た
変
化
に
つ
い
て
ゆ
け
ず
、
家

出
や
非
行
に
は
し
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

醤
察
で
は
「
春
の
家
出
少
年
の

発
見
保
謹
活
動
」
を
行
い
ま
す
。

少
年
非
行
な
ど
で
お
悩
み
の
方
は
、

遠
慮
な
く
我
孫
子
藩
察
署
に
ご
相

談
く
だ
き
い
◎

◎
保
護
者
や
周
り
の
大
人
は
つ
ぎ

の
こ
と
に
注
意
し
て
、
家
出
や
非

行
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

・
テ
レ
ホ
ン
ク
ラ
ブ
や
伝
言
ダ
イ

ヤ
ル
な
ど
に
は
近
づ
か
せ
な
い

・
急
な
行
動
の
変
化
に
注
意
す
る

◎
子
ど
も
た
ち
を
暴
力
団
か
ら
守

り
ま
し
ょ
う

暴
力
団
は
、
家
出
し
た
子
ど
も

た
ち
を
売
春
や
麻
薬
密
売
な
ど
の

格
好
の
標
的
に
し
て
い
ま
す
。

暴
力
団
と
の
関
係
を
絶
ち
、
子

ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
図
り
ま

し
ょ
袷
兎

▽
相
談
・
問
い
合
わ
せ
我
孫
子

警
察
署
生
活
安
全
課
冥
理
０
１
１

０

T

’

保育園

緑

寿

湖北台

東あびこ

根 戸

並木

つくし野 つくし野4－17－2

－一一．守－~ － － 司

所 在 地

緑1－6－2

寿1-13-11

湖北台3－1－16

東我孫子1－5－22

'根戸967‐2

並木5－2－19

(83)3165

(82)5572

(84)3983

(84)8822

電話

(82)1059

(82)9552

(88)2405

講座名

一太郎（ワープロ）

ワード（ワープロ）

エクセル(表計算）

初級編

中級編

ウインドウズ98

インターネット

※1単元は、90分です。

※受講料は、いずれもテキスト代を含む。
また､インターネットは､通信代も含みます。

※インターネットは、パソコンでの文字入力

のできる方が対象です。

単元

8単元

8 元

一
兀
一
兀

単
単

４
４

2単元

4 元

受講料

21，000円

21，000円

円
円

０
０

０
０

７
７
１
，

５
５

１
１

4，800円

15，700円
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I白山中学*交吹奏楽部

第15回定期ラ寅奏会 性と中高年の囲碁教室生 忘れずに納めましょう、

てらだなお

寺田奈央ちやん
（柴崎台・1歳4カ月）

土

す
こ
や
か
ち
や
ん

似曰時4月15日から9月30B

までの木曜日午後1時から3時

(全21回）

惨場所中央公民館ほか

し対象入門コース：全く碁を知

らない方

し定員先着15人

し参加費6000円(教材費を含む）

似申し込み．問い合わせ3月20

日(土)までに電話またはファクス

で山口公(88)1418へ（電話の場合

は午後7時から9時）

惨日時3月21日(祝)午後1時30

分開場、2時開演

し場所市民会館

し曲目「タイタニック」メドレ

ー、加山雄三メドレーほか

似入場料無料

し問い合わせ白山中学校宮下垂

(84)1893

ロ ー 一

心間噂、

１
１
声
晶
マ

■

含 月の休館園一
域

g癖、
＝

まつだあつや

柏田敦也くん
（中峠・1歳4カ月）

|
Ⅱ

我孫子の文イヒを守る会

莞らS回史跡・文学散歩

’日時3月28日(日)午前9時J

R北小金駅改札口集合(小雨実施）
じようし

し行程小金城吐周辺を訪ねる

(大勝院、小金城吐、広徳寺ほか）

し参加費300円（資料代含む）

し申し込み・問い合わせ電話で

3月25日(木)までに越岡公(84)20

47へ

囿 回 圃 圓

L

’圖圏 圖 回 ふれあい陶芸作品展

’ ’我孫子空手道クラブ会員
身体障害者福祉ゼンター

言蕾ラ寅会 ||’
公民館講座の「ふれあい陶芸」

を卒業した人たちの作品展です。 ’我孫子太極拳クラブ会員修練習日時毎週土曜日午後6時

30分から8時30分

し場所湖北台東小学校体育館

し会費月額小・中学生1500円

高校生以上2000円

惨申し込み。問い合わせ電話で

吉田公(88)0862'R

し練習日毎週水曜日午後2時か

ら4時（月4回）

し場所市民体育館

惨会費月額2000円、入会金2000

円、別途に年会費3200円

し申し込み・問い合わせ電話で

坂田壷(84)5115へ

囿 回日岡

，曰時。場所3月23日(火)午後ぜひご覧ください。

1時から3時、身体障害者福祉セ腰日時4月2日(金)から4日

ンター（参加費無料）（日）午前10時から午後4時30分

し講師矢守麻奈（東京都立駒込（ただし、2日は正午から）

病院）’場所湖北地区公民館

し内容食べる機能の障害についし入場料無料

て'問い合わ せあびこ陶友会小林

レ申し込み。問い合わせ電話で念(82)0574

身体障書書福祉ｾﾝﾀ-"(88)O'|驫雲孟墓菫傘菫｣’41へ

※当日は湖北駅北□から無料送迎し日時。場所3月28日(日)午後

車（午後0時20分発）を運行し2時から5時、新木近隣センター

ます。ご利用ください。 ，参加費一鉢500円（シンビジ

１
１健康体操の会会員

あびこｼﾙｸﾛー ドｻー ｸﾙ会員
し日時毎週木曜日午前10時から

11時30分（月4回）

し場所市民会館
じきょうまつこう

し内容自彊術、真向法ほか

し会費月額2000円（別途年会費

3000円）

し申し込み・問い合わせ電話で

菊jlls(69)3698'､

し日時4月10B(zt)から毎月

第2・第4土曜日、午後1時30

分から4時30分

し場所市民会館

し内容古代オリエントの文化と

生活の研究

し会費6カ月4000円

し申し込み・問い合わせ電話で

井村盆(84)0618へ

我子系子ｼ羊ラン会

｢津ランネ直え替え講習会」

’
｜

定例教育委員会

伝日時・場所3月26日(金)午後

1時30分、水道局4階会議室

し問い合わせ教育委員会総務課

，
盈
争
０

|患,墨害雷社薑と蟇上’
ユームを除く）

し申し込み。問い合わせ電話で

手言舌言麓ラ寅会

聴覚ﾛ童書害の社会ど文ｲヒ

労災職業病なんでも相談会伝曰時3月28日(日)午後2時小倉壷(82)0702'X(当日参加も可）

から4時30分

陰場所市民プﾗザ(参加蜜鋪料）｜菫奮智雲毒謝采蕊｜
，講師大森節子（米国式手話講'日時3月19B(金)から24B

師）（水）、午前10時から午後5時 、た

ら内容日米の聴覚障害者を取りだし19日は午後1時から

巻く環境の違いや文化の違いの話し場所市民プラザ（入場無料）
齢さがぺ

惨問い合わせボランティアセン，問い合わせ越阪部壷(82)8525

艤言劣別卓球大会|'這鷲撰講’
し日時4月18日(日)午前9時ら午後4時（入場無料）

受付、9時30分試合開始し場所湖北地区公民館

，場所市民体育館限内容昭和初期から40年代まで

，種目◎男。女シングルスAの懐かしい歌謡曲を楽しみます

－．新人の部（過去の新人戦優勝者惨問い合わせ阿部a(88)8046

’
Tジヤズダンス会員

（初・中級クラス） ，日時・場所3月27日(土)午後

1時から4時、船橋市中央公民館

し費用無料

し問い合わせ千葉中央法律事務

所公043(225)4567

美 1 桁 家 協 会 グ ノ レーブ雇

莞9回ぶなの本 会屋

’
我孫子リトノレシニアチーム

（硬式野球） 吾 n 重

し曰時毎週金曜日午後7時20分

から8時45分

歩場所天王台北近隣センター

惨定員．先着10人

，会費月額4000円

し申し込み・問い合わせ電話で

柳沢壷(85)2487

腰練習日毎週日曜日、祝日

し場所沼南町我孫子リーグ球場

し対象新中学1年生から3年生

の男女

レ申し込み・問い合わせ電話で

中村壷(88)8521へ

阪神・〉炎足各大震2蓮の

被2足害の皆さんへ

兵庫県では、県外に居住する阪

神・淡路大震災の被災者で、兵庫

県に戻りたい方に対して、公営住

宅の募集情報や民間賃貸住宅への

入居、持ち家再建などの情報提供

や相談を、登録した方を対象に個

別に連絡して行います。

登録希望者には登録用ハガキ

を「ひょうご便り」に同封して送

りますのでご返送ください。

また、被災者の住宅、こころ、

教育などの各種相談に無料で応じ

ています。

登録用ハガキの必要な方、情報

誌の送付を希望される方、相談の

ある方はフリーダイヤル公0120-7

84133へご連絡ください。

第7回懐メロの集い
｜ ｜

’市民ランク別卓球大会 》胡訓とヨガ会員

’東京大学公開講座聴講生
惨練習日毎週火曜日午後1時

30分から3時

し場所湖北地区公民館

し内容初心者向けヨガ

レ会費月額2500円、入会金2000

円

し申し込み・問い合わせ電話で

渡辺盆(82)8404/､

し日時・場所4月10日から5月

15日までの毎週土曜日午後1時30

分から4時30分(5月1日を除<)

東京大学大講堂（安田講堂）

惨対象一般成人・大学生

惨定員800人（先着順）

し内容「こよみ」をテーマに、

人間との関わりを東京大学の教授

等が解説します。（1日2講座）

惨聴講料5日間･･4000円、1日

間…1000円（講義要項代含む）

※講義内容、申し込み方法等詳し

くは、返信用封筒を同封のうえ、

〒113-8654文京区本郷7の3の1

東京大学事務局気付財団法人東京

大学綜合研究会公03(3815)8345'X

資料請求をしてください

◎公共施設利用の継続的な活動は、

優先的に場所が確保されているも

のではありません。

澤雪鴬鴬出墓陣基｜母と子の気功ダﾝｽ｜
プルス，日時。場所4月14日(水)午後

惨参加資格市内在住、在勤、在1時30分から3時、市民プラザ

学者修対象。定員母と子(未就学児）

し参加費シングルス500円、ダ先着50組、妊婦の方も歓迎

プルス1000円(1組）け参加費1組1300円

，申し込み。問い合わせハガキし申し込み。問い合わせハガキ

に大会名、種目、住所、氏名、電に住所、母と子の氏名・年齢、電

話番号を明記し、3月25日（木．話番号、「気功ダンス参加希望」

必着）までに柴崎1103野坂スズ壷を明記し、4月5日（月必着）

(84)9068へまでに泉42の8平賀奈穂子壷(84)

|母と子の気功ダンス
＆

|’

l

l

手窒の丘公公年自然の家

施言登ボランティア霊威言蕾座

1

似日時4月10B(土)午前9時

30分から午後4時30分

し場所手賀の丘少年自然の家

惨対象手賀の丘少年自然の家で

ボランティアをしてみたい方とボ

ランティア登録している方（ボラ

ンティア経験のない方も歓迎）

し参加費1000円（昼食代含む）

，申し込み・問い合わせ電話で

同施設壷(91)1923へ

I

’

’
1

4574へ
国立歴史民俗博物館企画展 I

’ |｜

|，
ﾄ

我 孫子高校吹奏楽音ロ

=1e回定期ラ寅奏会◎新弥生紀行

＝北の森から南の海へ＝

，展示期間3月9日から5月9

日(日)まで（月曜日は休館、ただ

し月曜日が祝・休日の場合は翌日

に休館）

し開館時間午前9時30分から午

後4時30分（入館は午後4時まで）

惨場所国立歴史民俗博物館(J

R佐倉駅からパスで約15分）

し内容弥生時代における東日本

や北海道、琉球列島の文化の個性

や価値観を紹介します。

抄入館料大人1300円、高校大

学生900円、小中学生400円

，問い合わせNTTハローダイ

ヤル同博物館担当壷043(227)8600

し日時3月28日(日)午後1時開

場、1時30分開演

し場所市民会館（入場無料）

し曲目ドラゴンの牙、坂本九メ

モリアルほか

’問い合わせ我孫子高校小林武

巳云(82)5181

東京電力ｻー ビｽ'モニター

懇談会やアンケートで東京電力

の業務運営やサービス活動などに

ついてご意見を伺います。

レモニター期間平成11年5月か

ら13年3月

し募集人数15人

し対象満20歳以上の女性

レ応募方法・問い合わせハガキ

に応募の動機、郵便番号、住所、
ふりがな

氏名、電話番号、年齢、職業、他

のモニター経験を明記し、3月31

日（水．消印有効）までに〒277‐

8560柏市新柏1の13の2東京電力

柏営業所営業課壷(62)1301へ

よみがえれ

手賀沼α

今

採水iﾙ所;手間沼公跡1|1(COD値は月平均値）

手賀沼に流れ込む主な河川県 立 ホ 白 高 校 吹 奏楽音ロ
=2S回定期ラ寅 奏会｜奉二巨哩』垂具圓7軍＝＝

，日時3月28日(日)午後3時開

場、3時30分開演（入場無料）

，場所柏市民文化会館

し曲目船乗りと海の歌、ジュラ

シックパークぼか

し問い合わせ県立柏高校吹奏楽

部公(31)0013

‐二二~一一利根111=-

‘
判'獺予市調
ブ

手難癖南部手買沼〆藤錫

『

この広報紙は再生紙を使用しています

項目

国民年金(払込期限）

国民健康保険税第10期

水道料金

納期限
(口座振替日）

31(水）

31(水）

25(木）

市 民 図 書 館

巾災･洲上仙舩踊

鳥の博物館

市民プラザ

市 民 会 館

”蹄開繩ｾﾝﾀｰ

市 民 体 育 館

22(体)､29(月）

21(日)､22(体)､29(月）

23(火)､24(水)､29(月）

18(木）

22(1

16(火)､21(日)､22(体）
29(月)､30(火）

29（月）

､29(月）

ﾃﾚﾎﾝｻー ｽ
日雌当稀医1週間の行事

a(85)1313

ﾃﾚﾎﾝｻー ｽ
夜間当稀医

盈偲7)1141

ﾃﾚﾎﾝガイド 侭f;同圃01010

ﾌｱｸｽガｲﾄ゙ 厭偲3卿00

測定月

平成11年2月

平成11年1月

平成10年12月

COD値

l9mR/0

l6InR/＠

l71ng/、

河川名

大堀川

大津川

そめいいりおとし

染井入落
かtやま心とL

金山藩

かめなりがb

他成川

■

1

柏

柏市、鎌ヶ谷市
松戸市、沼術町

沼南町

鎌ケ谷市

沼南町、白j|:町

印西市、本埜村

猫lrIIj､村．

流uI市

M赦而Wi{伽

3，146

3，603

753

1，910

1，671


